
策

　 □ Ｂ　　　 □

名

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

行

三島市職員研修計画に

政

基づき、研修を実施し

運

た。令和５年度は、新

営

型コロナウイルスで実

基

施できなかった研修を

本

■ 計画どおり   

目

令和　５年度 戻して実

標

施した。また、在宅研

共

修やｅラーニング研修

に

にも力を入れた。
□ 

創

遅延        

る

 
の評価

□ 進展なし

持

     

■ 維持　

続

□ 拡大 三島市が求め

的

る職員像に職員を育て

に

るため、階層別研修を

発

はじめとする各研修を

展

引き続き実施していく

す

。
事業区分 □ 自治事

る

務   □ 法定受託

ま

   □ その他
今後

ち

の方向性 □ 縮小　□

要

 改善
（改善措置等）

施

□ 休止　□ 終了
計

策

画対象 □ 実施計画査

の

定対象  □ 行政改

目

革対象 
□ 廃止　　

的

　　 

※決算額につい

行

ては、端数処理により

政

、他資料の決算額と差

課

異が生じている場合も

題

あります。

に的確に対応し、質の

N

高

o. 事務事業名 活動内

い

容 コスト（事業費：千

行

円）

安全衛生管理事業

政

令和　４年度 令和　５

サ

年度 令和　５年度 令和

ー

　６年度 令和　４年度

ビ

令和　５年度 令和　５

ス

年度 令和　６年度
活動

を

指標名 単位
実績 計画 実

提

績 計画 決算 当初予算 決

供

算 当初予算
全体事業概

し

要
①

健康診断の受診率

続

向上 % 97 98 99 9

け

8
公務及び労務災害の

る

防止対策を推進し、職

た

場における
職員の安全

め

と健康を確保するとと

、

もに、快適な職場環 1

効

5,888 15,99

率

9 14,382 15,

的

934
境の形成を促進

か

するため、労働安全衛

つ

生法等の諸規定
②に基

効

づき事業を実施する。

果

令和　７年度の優先度

的

③2 　□ Ａ　　　 

な

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

行

　　　 □ Ｄ　

健康

政

診断等については、計

運

画通り実施した。
■ 

営

計画どおり   
令和

を

　５年度
□ 遅延  

行

       
の評価

う

□ 進展なし    

こ

 

■ 維持　□ 拡大

と

労働安全衛生法に基づ

。

く健康診断等について

施

は、引き続き、全員が

策

受診できるような体制

の

を維持していく。
事業

方

区分 □ 自治事務  

向

 □ 法定受託   

適

□ その他
今後の方向

正

性 □ 縮小　□ 改善

な

（改善措置等）□ 休

人

止　□ 終了
計画対象

事

□ 実施計画査定対象

管

  □ 行政改革対象

理

 
□ 廃止　　　　 

と人材育成

三島市職員研修計画に基づき、階層別研修等を実施した。オンライン研修やe-ランニング研修などにも力を入れ人財育成を図った。人事評価制度については、評価の統
■ 計画どおり   

令和　５年度 一を図るため、令和５年度も研修を実施した。また、職員の安全と健康を確保するため、健康診断等を実施し、産業保健師による面談など心身ともに健全な状況で職務
□ 遅延         

の評価 に専念できるように努め、適正な人事管理に努めた。
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 階層別研修や特別研修など、職員研修計画に基づき実施し、職員の資質向上に努めていく。また、職員が心身とも健全で健康な状態を守るため、健康診断、各種検査や

今後の方向性 □ 拡大　　　　 ストレスチェックなどを実施し、

1

職員の安全と健康を確

頁

保していく。業務に応

令

じた職員数、適正な人

和

事配置や専門的人材の

 

登用など、職員が働き

5

やすい職場環境の整備

年

（改善措置等） □ 縮

度

小　　　　 に引き続

　

き努めていく。
□ 改

　

善　　　　 

事務事業評価表（個票）

No. 事務事業名 活動

課

内容 コスト（事業費：

名

千円）

人財育成事業 令

企

和　４年度 令和　５年

画

度 令和　５年度 令和　

戦

６年度 令和　４年度 令

略

和　５年度 令和　５年

部

度 令和　６年度
活動指

人

標名 単位
実績 計画 実績

事

計画 決算 当初予算 決算

課

当初予算
全体事業概要

作

①
階層別研修の満足度

成

点 4.4 4.5 4.5

日

4.5
三島市職員人財

令

育成基本方針に則り、

和

三島市の求める
職員像

　

とするため、多様化、

６

複雑化する行政課題を

年

解 5,663 7,64

　

3 7,705 7,95

８

0
決できる職員を目指

月

し、人事評価制度や階

　

層別研修、
②特別研修

１

、広域での研修などを

日

実施し、人財育成を図

概

る。 令和　７年度の優

施

先度

③1 　□ Ａ　　



策

推進を図 令和　７年度

名

の優先度
る。

③3 　□

行

 Ａ　　　 □ Ｂ　

政

　　 □ Ｃ　　　 

運

□ Ｄ　

新たに中郷文

営

化プラザにＩＣタイム

基

レコーダーを導入し、

本

ＩＣカードによる出退

目

勤管理を推進した。
■

標

 計画どおり   
令

共

和　５年度
□ 遅延 

に

        
の評

創

価
□ 進展なし   

る

  

■ 維持　□ 拡

持

大 引き続き、職員が働

続

きやすくなるような環

的

境整備に努めていく。

に

事業区分 □ 自治事務

発

   □ 法定受託 

展

  □ その他
今後の

す

方向性 □ 縮小　□ 

る

改善
（改善措置等）□

ま

 休止　□ 終了
計画

ち

対象 □ 実施計画査定

要

対象  □ 行政改革

施

対象 
□ 廃止　　　

策

　 

※決算額について

の

は、端数処理により、

目

他資料の決算額と差異

的

が生じている場合もあ

行

ります。

政課題に的確に対応し、質の高い行政サービスを提供し続けるため、効率的かつ効果的な行政運営を行うこと。

施策の方向 適正な人事管理と人材育成

三島市職員研修計画に基づき、階層別研修等を実施した。オンライン研修やe-ランニング研修などにも力を入れ人財育成を図った。人事評価制度については、評価の統
■ 計画どおり   

令和　５年度 一を図るため、令和５年度も研修を実施した。また、職員の安全と健康を確保するため、健康診断等を実施し、産業保健師による面談など心身ともに健全な状況で職務
□ 遅延         

の評価 に専念できるように努め、適正な人事管理に努めた。
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 階層別研修や特別研修など、職員研修計画に基づき実施し、職員の資質向上に努めていく。また、職員が心身とも健全で健康な状態を守るため、健康診断、各種検査や

今後の方向性 □ 拡大　　　　 ストレスチェックなどを実施し、

2

職員の安全と健康を確

頁

保していく。業務に応

令

じた職員数、適正な人

和

事配置や専門的人材の

 

登用など、職員が働き

5

やすい職場環境の整備

年

（改善措置等） □ 縮

度

小　　　　 に引き続

　

き努めていく。
□ 改

　

善　　　　 

事務事業評価表（個票）

No. 事務事業名 活動

課

内容 コスト（事業費：

名

千円）

働き方改革推進

企

事業 令和　４年度 令和

画

　５年度 令和　５年度

戦

令和　６年度 令和　４

略

年度 令和　５年度 令和

部

　５年度 令和　６年度

人

活動指標名 単位
実績 計

事

画 実績 計画 決算 当初予

課

算 決算 当初予算
全体事

作

業概要
①

年次有給休暇

成

の年間平均 日 11 12

日

13 13
時間外勤務命

令

令時間の上限設定によ

和

る時間外勤務の削 取得

　

日数の向上
減及び年次

６

有給休暇の取得促進等

年

の取り組みのにより 3

　

01 345 341 24

８

5
、「働き方改革」を

月

推進するため、職員の

　

勤務時間を
②適切に管

１

理するとともに、デジ

日

タル技術の活用による

概

業務運営の効率化やワ

施

ークライフバランスの


